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効率がいい

5~7の木を書く
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:) 1!a=1, b=0, c=10 :) 2!a=0, b=01, c=011 :) 3!a=0, b=10, c=110

,- 8

!:)�/��U M �8~/:)�x�/s|U gi A�EN��:)4k�E\]^_/`

abF8��=�q�DEN

! 

1

2
gi
"1

i=1

M

#

�)\]^_/`abU��Y�8QR�)��S:)U ¡�E¢AP�£EN

¤.¥M¦§=8gi¦{2, 2, 3, 3, 3, 3}ASEM¨SQR:)/ ¡P��H8\]^_/`a

b=©ªYMN

¤O¥M¦5 =8gi¦{2, 2, 2, 2, 2}ASEM¨SQR:)/ ¡P��H8\]^_/`ab

=©ªYMN

一意復号可能で瞬時
復号不可能

一意復号可能で瞬時不
可能

送りたい情報が6種類ある。そのとき、長さが2,2,3,3,3,3,3
となるように表されている。計算すると1になるので瞬時符
号の構成可能となる

計算すると5/4になるので瞬時符号の構成不可能

長さ2ってことは、深さが2の木ってことになる。ってことは最大で4
つのノードができる。しかし、表現したいのは5つあるのでむり
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計算すると、1になるので瞬時復号化は可能。んでその割当は、
a=0,b=10,c=110,d=1110,f=1111　　　　木は符号化パターンの3番みたいに
ある

符号化+より効率のいい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
出現確率が関係してくる
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{a¦0.20, b=0.18, c=0.10, d=0.10, e=0.10, f=0.06, g=0.06, h=0.04, I=0.04, j=0.04, k=0.04,

l=0.03, m=0.01 }
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20%の確率でaが出現。mは1%  滅多にでない符号には長い文字列を使って
もいいが、よく使用する文字列に長い文字列を使用すると効率が悪くなる。

出現確率順にソートし、一番出現確率が小さいもの同
士をくっつける。んで、出現確率同士をたす。次に小
さいものをくっつける。この作業の繰り返し。最後は
出現確率は1になる。くっつけかたによっていくつかパ
ターンがでるよ。これがハフマン符号化
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{a¦0.363, b=0.174, c=0.143, d=0.098, e=0.087, f=0.069, g=0.045, h=0.021}
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四元符号化は4分岐の木をつくればいい(4ついっぺん
い出現確率の小さいものを加算すればいい)


